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１章 背景･目的 

 

1. 1 背景 

 人はみんな生きていくため、遊ぶためなどにお金を稼ぎ、使用していく。お金の使

い方は千差万別だが、人によってはお金を計画的に貯めたり、上手く使えなかったり

する。そうした人のためにお金回りをチェックし、今後のことを考えやすくするため

に家計簿が必要であると考える。  

 従来の家計簿は帳簿などに書き込んでいく仕様であり、買い物をしたときのレシー

トや領収書、請求書などを見ながら記入している。そうした「書く」といった動作を

PC などで「打ち込む」動作に変換することで、作業効率が向上すると考える。  

 

1. 2 目的 

 本研究では、記入を続けるに当たって過去のデータと現在のデータを比較、照らし

合わせることによって、何をどう節約すればいいかなどを的確に理解し行動できるよ

うになる。また、他の人の家計状況と自分の状況を比較することによって、何が良く

て何が悪いかなどを理解することが出来る。その際、掲示板やチャットなので問答し

意見や情報を交換するといったコミュニティを作り、より良い家計状況を作ることを

目的とする。 
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２章 現状と問題点 

 

2. 1 家計簿の役割 

 お金の収入や出費を記録することで、いつ何をいくらで購入したかなどがわかるよ

うになるがそれだけが理由ではない。書き終えた前の月の家計情報を振り返って見る

ことで、無駄遣いをした部分が改めてわかるのである。これを継続し、過去の家計情

報を比較することで、無駄遣いを減らしていける、つまり節約できるのである。  

 家計簿を継続して記録するに当たって、季節ごとに出費が増えるものがある。夏な

ら冷房気などの電気代、冬なら暖房費と出費が増える。こういった出費が増える月を

理解し、それ以外の月で節約をすることで大きな出費がでるようなことに備えること

が出来るようになる。つまり家計簿とは、節約をするための資料である。  

 

2. 2 家計簿記録の煩雑さ  

 一日一日のお金周りのことを事細かく書き連ねることは、帳簿や PC のどちらを使

っても面倒なことは変わらない。また、付け始めたからといってすぐにはお金がたま

るわけではないので途中で投げ出してしまう可能性もある。家計簿は長期に継続して

こそ意味があるものなので如何にして継続させていくか。  

 

2. 3 セキュリティー 

 本研究ではインターネット上に家計情報を載せることによって、他人との家計情報

を共有し比較できるようになるが、個人の私的情報を公開する危険性がある。その際

個人と特定されてないよう工夫をする必要がある。 

 

2. 4 検索機能の追加 

 他人との家計情報の共有や比較をする際、自分の状況と大きく違う人と比較をして

もあまり参考にはならないと考える。なので自分のほしい情報が探しやすいよう検索

機能を追加する必要がある。  
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2. 5 他のサイトでの Web 家計簿 

 すでに数種類の有料・無料の家計簿サイトが多くあり、携帯端末からの操作やクレ

ジットカードの管理機能、中には同じ商品を買った人たちで感想や口コミ情報を交換

するといったサイトまである。こういったインターネット上の Web 家計簿を分析し、

追加すべき機能について検討する必要性。  

 

2.  6 他サイトの家計サイト  

 ２．５で説明したインターネット上での Web 家計簿をいくつか例をあげて説明する。 

 

2.  6 ． 1 散財.com （http://www.3zai.com/） 

 

 

図 2.6.1.1 「散財.com TOP ページ」 

 こちらのサイトでは家計簿のほかに日記を付けられる機能がある。TOP ページから

新着順に日記を付けた人から表示されていき、その日記に対してコメントを追加でき

る機能がある。家計簿もそうだが、日記を付けるのも会員登録が必要である。  

 

http://www.3zai.com/
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図 2.6.1.2 「マイページ管理」  

 

図 2.6.1.3 「コメント追加」  

 図 2.6.1.2 が日記を投稿する画面になる。日記を書く日付を自分で指定することがで

き、去年の日付でも投稿することが出来る。投稿をする際に画像も一緒にアップロー

ドをすることができる。 
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 図 2.6.1.2 で日記を登録し、日記にコメントを追加する画面が図 2.6.1.3 になる。図

2.6.1.2 の日記を投稿する時に指定した日付は日記のタイトルの横に表示され、右端の

部分に登録をした日の日付と時間が表示される。コメントは自分の日記に書くことも

出来る。 

 

2.  6 ．2 ＠家計簿 （http://www.my-fp.com/kkb/） 

 

 

図 2.6.2.1 「@家計簿 TOP ページ」 

 こちらのサイトでは携帯電話からの記録が可能。しかし記録できる内容が少なく、

主に主要の金額だけを記録できる。次にクレジットカードの管理機能。カードの残高

を最初に記録しておくことで出費から引いていき、利用残高をひと目でわかるように

なる。こちらも会員登録が必要である。  

 

 

http://www.my-fp.com/kkb/
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図 2.6.2.2 「クレジットカード管理」  

 クレジットカード管理機能の使用方法は、最初に図 2.6.2.2 にある現在資金残高の項

目の欄に残高を記入する。そして支出した項目にクレジットカードで支払うことでカ

ードの資金残高から支出分を引いていく。この時、カードでいくら払うかも指定でき

るが、今回は全額支払うことにする。  

 

図 2.6.2.3 「確認画面」 

 支払った日付と何を購入したかが表示され、その月の支出の合計に足される。今回

はカードで全額支払ったので、その分カードの残高が減少していることがわかる。尚、

消去をクリックすればカードで支払った支出は消え、残高は元に戻る。 
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図 2.6.2.4 「家計診断」  

 最後に家計診断機能。「＠家計簿」は家計診断システムと連動しており、総収入を元

に食費や光熱費などの支出から引いていき、一般的な水準を元にして判断してくれる

機能がついている。「この家計診断システムは＠家計簿との連動のみではなく単独のシ

ステムとしてもご利用いただけるようになっております」（引用 ＠家計簿 お知らせ）

なので、家計診断機能については会員登録をしなくても利用することができる。  
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図 2.6.2.5 「家計診断結果」  

 上記が図 2.6.2.4 で診断した結果になる。診断の画面で記入した数値を元にし、その

全体の割合を円グラフで表示してくれる。そして診断結果について一般的な水準を元

にコメントが追加されている。この水準は総務省統計センターの家計調査結果の結果

表を元にしている。  
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３章 解決法の検討 

 

3.  1 解決へのアプローチ  

２．２節で述べた通り、毎度１回１回と記録していくのが面倒ならば、買い物をし

た時に出てくるレシートや領収書などを捨てずに持っておく。そして月の最後にまと

めて記録することによって作業を一括化できる。 

他人の家計情報を比較する時、２．４で述べた検索機能を使用し、自分が理想と思

っているような家計状況があった場合、どうすればこうなるのか、どうすればいいか

などと考えるだろう。しかし考えるだけでは自分の家計状況をすぐに改善することは

困難であると考える。そこでメッセージ機能を設置し、その人にメッセージを送り質

問や相談といったコミュニティを作ることで迅速かつ的確に改善できると考える。  

 

3.  2 資料の掲載 

 ２．１で述べたように記録をしていき、改善すべき部分が理解できたとしても、そ

れらを上手く改善するには知識が必要であると考える。なので、各種類の項目に関し

てインターネット上に公開されている節約術が掲載されているサイトのリンクを TOP

ページに設置する。  

 

3. 3 セキュリティー  

２．３で述べた危険性に対して、ID・パスワード、アカウントを設定し、セキュリ

ティーを確立する。これにより勝手に改ざんされたり、個人を特定される危険性を回

避することができる。家計簿の公開についてはオン／オフ機能を設置。メッセージ機

能を用いたコミュニティを円滑にするために、プロフィール設定を設ける。  
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４章 設計 

 本章では３章までに検討してきたことを踏まえた上で、必要なシステム設計につい

て述べる。 

 

4. 1 設計目標 

 本システムでは、以下のような項目を実現することを目標とし、設計する。  

 細かくなく簡単で見やすく、また他者との比較をしやすいように検索機能を付ける。 

 個人が特定されないようセキュリティーを重視する。  

 メッセージ機能を設置し、コミュニティを円滑にするためにプロフィール作成。 

 

4. ２．１ プロフィールイメージ  

 

名前（本名以外）  

住まいの県 年齢 

職柄 年収 

家族 趣味 

家計簿をみる／公開されていません  

何か一言もしくは目標（コメント）  

表１「プロフィール」  

 アカウント登録の際に表１のようなものに各種の情報を登録してもらう。以下各項

目の説明をする。  

 名   前：本名ではなく、ハンドルネームを入れてもらう。  

 住まいの県：県によっては物価などの価格が違うため。  

 職柄・年収：家計状況の基盤となるので入れてもらう。  

 年齢・家族・趣味：コミュニティと検索をするときに必要な情報。  

 コメント欄：コミュニティを円滑にするため。  

 家計簿の公開については、公開したくない人もいると考え ON／OFF 機能を設置

する。 
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4. ２．２ システム構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.2 

 

 図 4.2.2 がシステム構成である。②矢印は各利用者がデータベースに情報を記録し、

①矢印がその記録した情報を見る。③の矢印が他者の情報を閲覧する。  

（例）利用者 A が利用者 B、C の家計状況をみる。逆も可  

そして④矢印が他の利用者にメッセージを送る流れである。  

 

 

 

 

 

 

データベース 

利用者 A 利用者 B 

利用者 C 

①  
② 

  ② 

①  ①  

 

 

④ 

家計状況をみる 登録 メッセージを送る  他者の家計簿を見る  

③  

  ③  

 ② 

 ③  

     ④  

④ 

④ 

④ ① ② ③ 
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4. ２．３ 検索システム  

 

 

図 4.2.3 

 図 4.2.3 が検索をするときの流れである。検索したい項目チェックをいれ、各項目ご

との詳細を記入し検索をかける。検索内容に完全に一致する確立は低いと思われるの

で、検索内容に近い内容のものから順に表示していくようにする。そして見つかった

対象を選ぶとプロフィールイメージが表示され、その人にメッセージといったコンタ

クトをとりコミュニティを確立する。なぜ検索機能をつけるのか、自分の職柄、年齢、

同じような家族構成の他者と比較をした場合、自分より相手の方が安定した家計状況

ならば何故、何がいけないと感じることと思われる。そういった人たちと相談や質問

をすることで家計状況の改善につながると考える。  
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4. ３ データベース 

 本研究は Web アプリケーションなので「My-SQL」を使用しテーブルを作成する。

日々の家計状況を記録していくために登録日をつけ、内容については重複をさせない

ようインデックスを設定する。テーブル名は kakeibo、内容は表 4.3.1 になる。 

表 4.3.1 kakeibo 

項目内容 フィールド 属性 

連番 Renban Int(auto_increment) 

登録日 Tourokubi date 

食費 Shokuhi Int 

衣料品 Iryouhin Int 

家具 Kagu Int 

ガス代 Gasudai Int 

水道代 Suidoudai Int 

電気代 Denkidai Int 

各保険 Kakuhoken Int 

家賃 Yatin Int 

交通・通信 Koutuu Int 

育児・教育 Ikuzi Int 

医療費 Iryouhi Int 

娯楽 Goraku Int 

その他 Sonota int 

備考 Bikou text 
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５章 実装 

４章での設計に基づき、プロトタイプのシステムの実装をする。  

 

５．１ 実装環境  

５．１．１ クライアント環境  

オペレーティングシステム：Microsoft Windows XP Home Edition Version 2002 

Service Pack 3  

CPU：Intel® Pentium® M 410 @3.20GHz  

メモリ：2GB  

 

５．１．２ サーバ環境（学外：www.cyaneum.org）  

オペレーティングシステム：Ubuntu 8.04 Server  

CPU：Pentium M 1.6GHz  

メモリ：1GB  

Webサーバ：Apache 2.2.8  

データベース：MySQL 5.0.51  

 

５.１．３ プログラミング言語  

HTML、PHP を使用し実装する。  

 

５．２ 各機能の実装 

５．２．１ 家計簿サイト  

 k-menu.html と kakeibo.html で構成され、この二つが Web ページのメインになる。

k-menu.html を使用することで左側に家計簿記録、全件表示、検索のリンクがあり、

それらをクリックすると右側にそのページが表示されるようになっている。プログラ

ムのソースは図 5.2.1.①と図 5.2.1.②に示す。 
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図 5.2.1.1 「k-menu.html」 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 

Transitional//EN"> 

 

<html lang="ja"> 

<head> 

 <title>メニュー</title> 

 <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; 

charset=Shift_JIS"> 

</head> 

 

<body> 

<p><a href="k-touroku1.html" target = "main">家計簿記録</a></p> 

<p><a href="k-hyouzi1.php" target = "main">全件表示</a></p> 

<p><a href="k-kensaku1.html" target = "main">検索</a></p> 

 

</body> 

</html> 

図 5.2.1.① 「k-menu.html」 
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図 5.2.1.2 「kakeibo.html」 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Frameset//EN"> 

 

<html lang="ja"> 

<head> 

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=Shift_JIS"> 

 <title>家計簿</title> 

</head> 

<frameset cols =" 200,*"> 

<frame name ="menu" src = "k-menu.html"> 

<frame name ="main" src = "k-touroku.html"> 

<nof rames> 

<body> 

<p>フレーム対応のブラウザを使用してください</p> 

</body> 

</nof rames> 

</frameset> 

</html> 

図 5.2.1.② 「kakeibo.html」 
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５．２．２ 家計情報登録  

k-touroku1.html と k-touroku2.php で構成されている。  

k-touroku1.html では各項目に半角数字で記入していく形であり、その日何があっ

たか、忘れたくない事柄は一番下にある備考の項目に記入する。それらのデータは

kakeibo データベースに記憶される。  

金額を入れる項目に文字などをいれて登録してしまうと、その項目は 0 円になって

しまうため半角数字のみで記入。未記入の場合も 0 円になる。備考・一言の項目では

制限はないので自由に記入できる。そして記録をクリックすれば図 5.2.2.2 の画面に移

動する。尚、費目については総務庁統計センターの費目を元にしている。プログラム

のソースは図 5.2.2.①に示す。 

 

図 5.2.2.1 k-touroku1.html 
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<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 

Transitional//EN"> 

 

<html lang="ja"> 

<head> 

 <title>家計簿記録</title> 

 <meta http-equiv="Content-Type" 

 content="text/html; charset=Shift_JIS"> 

</head> 

 

<body> 

<p>各項目に記入してください</p> 

<p>※半角数字のみ使用してください</p> 

 <form action="k-touroku1.php" method="post" > 

  

<p>食 費：￥<input type="int" name="shokuhi" size="10">円</p> 

<p>衣料品：￥<input type="int" name="iryouhin" size="10">円</p> 

<p>家 具：￥<input type="int" name="kagu" size="10">円</p> 

<p>ガス代：￥<input type="int" name="gasudai" size="10">円</p> 

<p>水道代：￥<input type="int" name="suidoudai" size="10">円</p> 

<p>電気代：￥<input type="int" name="denkidai" size="10">円</p> 

<p>各保険：￥<input type="int" name="kakuhoken" size="10">円</p> 

<p>家 賃：￥<input type="int" name="yatin" size="10">円</p> 

<p>交通・通信：￥<input type="int" name="koutuu" size="10">円</p> 

<p>育児・教育：￥<input type="int" name="ikuzi" size="10">円</p> 

<p>医療費：￥<input type="int" name="iryouhi" size="10">円</p> 

<p>娯 楽：￥<input type="int" name="goraku" size="10">円</p> 

<p>その他：￥<input type="int" name="sonota" size="10">円</p> 

 

<p>備考・一言：<textarea name="bikou" rows="5" 
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cols="40"></textarea></p> 

 

<p><input type="submit" value="記録"> 

<input type="reset" value="リセット"></p> 

</form> 

</body> 

</html> 

図 5.2.2.① 「k-touroku1.html」 

 

 

図 5.2.2.2 「k-touroku2.php」 

k-touroku1.html で登録をすると図 5.2.2.2 の k-touroku2.php 画面に移動する。こ

の画面では正常に記録された場合に表示され、もう一度登録画面に戻ることや登録し

たデータを一覧できるページのリンクを付けてある。「登録したデータを見る」のリン

ク先は 5.2.3 節の全件表示のページになっている。プログラムのソースは図 5.2.2.②に

示す。 

 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 

Transitional//EN"> 

<html lang="ja"> 

<head> 

 <title>家計簿登録</title> 

 <meta http-equiv="Content-Type" 

 content="text/html; charset=Shift_JIS"> 
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</head> 

<body> 

<?php 

 extract($_POST); 

mysql_connect('localhost','a740166','hoge740166');  

mysql_select_db('lesson_a740166'); 

$kyou = date("y-m-d"); 

$sql = "insert into kakeibo1 values(0, '$kyou', '$shokuhi', '$iryouhin',  

  '$kagu', '$gasudai', '$suidoudai', '$denkidai', '$kakuhoken', 

'$yatin', '$koutuu', 

  '$ikuzi', '$iryouhi', '$goraku', '$sonota', '$bikou')";  

$result = mysql_query($sql); 

if (!$result) { 

 $message = '無効なクエリ : ' . mysql_error() ."<br>"; 

 $message = 'クエリの内容 : ' . $sql; 

 echo "<p>"; 

 echo $message; 

 echo "</p>"; 

} else { 

 echo "正常に登録しました<br>"; 

 echo "<p>"; 

 echo "<a href=k-touroku1.html>登録ページに戻る</a>"; 

 echo "<p>"; 

 echo "<a href=k-hyouzi1.php>登録したデータを見る</a>"; 

} 

?> 

 

</body> 

</html> 

図 5.2.2.② 「k-touroku2.php」 
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５．２．３ 全件表示機能  

k-hyouzi1.php で構成されている。  

 5.2.2 節で登録をした全てのデータを一覧できるページが図 5.2.3.1 になる。一番上

にある数字は重複を避けるための連番であり、登録日はその日の登録した日付が元と

なる。その下の項目は登録した情報を元に順々に表示され、未記入、または半角数字

以外のもので記録した項目は 0 円と表示されている。備考・一言の部分では記入した

コメントが表示されている。プログラムのソースは図 5.2.3.①に示す。 

 

 

図 5.2.3.1 「hyouzi1.php」 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 

Transitional//EN"> 
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<html lang="ja"> 

<head> 

 <title>家計簿登録一覧</title> 

 <meta http-equiv="Content-Type"  

 content="text/html; charset=Shift_JIS"> 

</head> 

<body> 

 

<?php 

mysql_connect('localhost','a740166','hoge740166');  

mysql_select_db('lesson_a740166'); 

$sql= "select * from kakeibo1"; 

$result = mysql_query($sql); 

$rows = mysql_num_rows($result); 

if($rows == 0){ 

 echo "<p>該当データがないです</p>"; 

}else{ 

 while($row = mysql_fetch_array($result)){ 

  echo "<p>"; 

  echo $row["renban"]; 

  echo "<br>"; 

  echo "登録日： "; 

  echo $row["tourokubi"]; 

  echo "<br />"; 

  echo "食費"; 

  echo $row["shokuhi"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "衣料品"; 
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  echo $row["iryouhin"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "家具"; 

  echo $row["kagu"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "ガス代"; 

  echo $row["gasudai"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "水道代"; 

  echo $row["suidoudai"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "電気代"; 

  echo $row["denkidai"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "各保険"; 

  echo $row["kakuhoken"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "家賃"; 

  echo $row["yatin"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "交通・通信"; 

  echo $row["koutuu"]; 

  echo " 円 "; 
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  echo "<p>"; 

  echo "育児・教育"; 

  echo $row["ikuzi"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "医療費"; 

  echo $row["iryouhi"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "娯楽"; 

  echo $row["goraku"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "その他"; 

  echo $row["sonota"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "備考・一言"; 

  echo "<br>"; 

  echo $row["bikou"]; 

  echo "</p><hr />"; 

 } 

} 

 

echo "<a href=k-touroku1.html>登録ページに戻る</a>"; 

?> 

</body> 

</html> 

図 5.2.3.① 「hyouzi1.php」 

 



29 

 

５．２．４ 検索機能 

k-kensaku1.html と k-kensaku2.php で構成されている。 

 5.2.2 節で登録したデータの日付を元にして検索をする機能ある。検索したい日付を

いれればデータベースに登録されているデータを元に表示される。しかし不完全であ

る。「1」や「20」といった数字で検索をするとほとんどが表示されてしまう。  

（例）「１」検索する→2011-01-01、2011-01-02、etc... 

検索する内容をもっと絞ることと、検索するワードを細かくしないで検索できるよう

な機能にする必要がある。プログラムのソースは図 5.2.4.①、図 5.2.4.②に示す。  

 

 

図 5.2.4.1 「kensaku1.html」 

 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 

Transitional//EN"> 

<html lang="ja"> 

<head> 

 <title>検索</title> 

 <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; 

charset=Shift_JIS"> 

</head> 

<body> 

<p>検索する日付を入れてください</p> 

<form action="k-kensaku2.php" method="post" > 

<p>検索 : <input type="text" name="tourokubi" size="40"></p> 
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<p><input type="submit" value="検索する"> 

<input type="reset" value="リセット"></p> 

</form> 

</body> 

</html> 

図 5.2.4.① 「k-kenskau1.html」 

 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 

Transitional//EN"> 

<html lang="ja"> 

<head> 

 <title>検索</title> 

 <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; 

charset=Shift_JIS"> 

</head> 

<body> 

<?php 

extract($_POST); 

  

if($nam<>''){ 

 mysql_connect('localhost','a740166','hoge740166');  

 mysql_select_db('lesson_a740166'); 

$sql = "select * from kakeibo1 where tourokubi like '%$kyou%'";  

$result = mysql_query($sql); 

$rows = mysql_num_rows($result); 

  if($rows == 0){ 

     echo "<p>該当データがありません</p>"; 

  } else { 

     while($row = mysql_fetch_array($result)){ 

        echo "<p>"; 
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  echo $row["renban"]; 

  echo "<br>"; 

  echo "登録日： "; 

  echo $row["tourokubi"]; 

  echo "<br />"; 

  echo "食費"; 

  echo $row["shokuhi"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "衣料品"; 

  echo $row["iryouhin"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "家具"; 

  echo $row["kagu"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "ガス代"; 

  echo $row["gasudai"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "水道代"; 

  echo $row["suidoudai"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "電気代"; 

  echo $row["denkidai"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "各保険"; 
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  echo $row["kakuhoken"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "家賃"; 

  echo $row["yatin"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "交通・通信"; 

  echo $row["koutuu"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "育児・教育"; 

  echo $row["ikuzi"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "医療費"; 

  echo $row["iryouhi"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "娯楽"; 

  echo $row["goraku"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "その他"; 

  echo $row["sonota"]; 

  echo " 円 "; 

  echo "<p>"; 

  echo "備考・一言"; 

  echo "<br>"; 

  echo $row["bikou"]; 
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  echo "</p><hr />"; 

   } 

} 

} 

?> 

</body> 

</html> 

図 5.2.4.② 「kensaku2.php」 

 

５．３ 実装したシステムの流れ  

 ５．２節で実装したシステムの全体の流れが図 5.3.1 になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.1 システム全体の流れ  
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6 章 評価 

 この章では５章に実装したシステム動作の確認を検証し、客観的に見て評価をする。 

 

６．１ 各機能の動作確認  

６．１．１ 家計簿登録と確認  

 kakeibo.html にアクセスし登録画面に移動してみる。各項目に入力をし、登録をす

る際未記入と半角数字以外の文字も記入をしてみる。その後実際にどう登録し、表示

されるかを確認する。  

 

 

図 6.1.1.1 「登録検証」 

 

 

 

登録 

図 6.1.1.2 「登録確認」 
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図 6.1.1.3 「全件表示」 

 

日付は記録した日のものが表示されている。また、半角数字で記入した部分は正常に登

録されているが、その他の書体では未記入と同じくすべてが 0 円と登録されている。  

備考・一言の項目は正常に登録されている。  
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６．１．２ 検索機能の確認  

 k-kensaku1.html の検索機能を使用し、検索をするフォームに数字や文字などを記

入して検索をし、どう表示されるか検証してみる。  

 

 

 

図 6.1.2.1「数字で検索」  

 

 

図 6.1.2.3「文字で検索」  

 

 数字で検索をした場合、その数字に該当するすべての登録データが表示されている。

文字で検索を行った場合何も表示されなかった。  

 

６．２ 検証評価 

 6.1.1 節、6.1.2 節の検証を得て、不足な部分をあげてみる。  

 登録をする際、半角数字のみで記入できるような設定にする必要がある。  

 金額を記入するページで、その合計金額を表示するようなものが欲しい。  

 誤って登録をした場合に備え、修正または消去機能が必要である。  

 検索機能が漠然としすぎているため、もっと絞り込めるようにする。  

 日付を検索するにあたって、フォームにどういう形で記入すればいいかわからない。 

 月々の合計や集計といったものが必要である。  

 全体的に見た目が悪く、エラーもある。  

 

検索 

図 6.1.2.2「表示」 

検索 

 

図 6.1.2.4「表示」 
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7 章 まとめと今後の課題  

７．１ まとめ 

 本研究では、家計状況を他者と共有をすることにより、より良い家計状況を支援す

ることを目的としてシステムを構成した。家計簿の意味や由来、効果などの調査を始

め、インターネット上にある家計簿を実際に使用し調査をした。そして何が必要であ

り、何があれば助かるかなど、類似サービスにないような機能の追加について深く考

えた。 

 システム製作では、家計簿登録機能と表示機能、不完全ではあるが検索機能を実装

した。また、それらを客観的評価し、何が不足しており、悪いかを評価した。  

 

７．２ 今後の課題 

改善と追加である。6.2 節での検証評価で不足だった部分の改善と追加の他に以下の

ものを設計する必要がある。  

 見栄えを良くするためとわかりやすくするために各画面に画像やアイコンなどを

設置 

 検索機能をもっと絞り、容易に出来るように改善する  

 集計のページを作成し、日付別の合計や月々の合計などの計算をできるようにする 

 アカウントを作り、ID とパスワードを設定  

 プロフィール設定・メッセージ機能の設置  

 他のサービスサイトのリンクやニュースのリンクなどの設置  

 今回実装したデータはシステムの最低限必要な部分であるため、他者との共有を目

的としている本研究は完成には至っていない。本システムが完成すれば、他者との家

計状況を比較、共有することでより良い家計状況を作れると考えているので、今後の

課題として検討していく。  
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